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腎孟腎杯憩室l乙発生した移行上皮癌の i例
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A PYELOCALICEAL DIVERTICULUM 
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From the Detartmellt of Urolog，v， Itami Ciり Hostital

A 63・year-old man visited our hospita1 because of painless macrohematuria. Drip infusion 

pyelography and retrograde pyelography revea1ed a space-occupying lesion with extravasation I)f 

contrast medium to upper caliceal system. A computed tomographic study revealed an intrarenal 

solid moiety and furthe1' mo1'e， arteriography showed the a1'terial encasement and fine neovas 
アla向 。fthe lesion. On gross section of山収凶t山ir明.

:) cm existed at the upper pole and apparently channιeled tωo the upper caliceal sy戸st臼em. Small 

stones were found in the cystic cavity. Histopathologically， the wall of the cavity was covered 

with layered squamous cells and a part of the wall developed metaplasic transitional cell carcinoma 

proliferation which invaded into the renal pa1'enchyma and 1'enal pelvis， as well. 

(Acta Urol. Jpn. 35: 1383-1386， 1989) 

Key words: Pyelocalicea1 diverticulum， Transitiona1 cell carcinoma 

緒
"" 

腎孟腎杯憩室に感染や結石が合併することは比較的

よく見られるが，腫擦の合併はきわめて稀である.今

問われわれは腎孟腎杯憩室に結石および移行上皮癌を

57併した症例を経験したので、若干の文献的考察を加え

て報告する.

症

患者:63歳，男性

主訴:肉眼的i血尿

i9tl 

既往歴・家族歴:特記すべきことなし

現病歴:30年前より時々肉眼的血尿に気付いていた

がそのまま放置していた. 1982年，近医泌尿器科を受

訟し DIPを施行されたが，左腎上揮に数個の石灰化

を指摘されたのみであった.その後血尿も消失し経過

を見ていたが， 1987年 7月再び血尿が出現し， さらに

体重減少も認められたため当院泌尿器科を受診した.

入院時現症:体格中等度.栄養良好.胸腹部理学的

所見に異常を認めず.

入院時検査所見 WBC 11，300/mm3， CRP 5.9 

mg/dl，血沈 86mm/h1'， 118 mm/2 h1'，と炎症所見を

示したが，その飽の血液生化学的検査に異常を認めな

かった.尿所見では， RBC80----90jhpf， WBC 100~ 

200jhpf， bacte1'ia (十)と血尿および尿路感染症を認

めた.排世性腎孟造影:単純 KUBでは在野上極に

多数の小石灰化像を認め，造影写真では，左上腎杯の

抽出不良および腎孟の圧排変形像が認められた (Fig.

1 ).逆行性腎孟造影:上内側から上腎杯および腎孟へ

の庄排変形像と上腎杯系内側部への造影剤の溢流が認

められ，腫蕩の存在を疑わせる占拠性病変の一部が描

出された.また尿管下端部の援にも一部不整像が認め

Fig. 1. DIP films showed a space-occupying 
lesion on the upper pole and RP films 
showed extravasation of contrast me-
dium to the upper caliceal system. 
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Fig. 2. CT scanning showcd an intrarcna1 solid 
moicty which was cnhanccd with rctro-
gradc and intravcnous injection of cont-
ract medium. 

Fig. 3. Selective rena1 arteriography showed 
arterial encasement and fine neovas膚

cularity around the mass lesion. 

られた (Fig.1).超音波検査:腎上組内側より腎孟に

向かつて突出する実質性の腫蕩像を認め，同時に軽度

の腎霊腎杯の拡張が認められた. CTスキャン:単

純 CTスキャンでは， 左腎内側部に箆 6~7 cmの

Fig.5 

Fig. 4. Gross section showed cystic cavity 
in the upper pole channeled to th令

upper caliccal systcm. 

内部の不均一な臆癖橡を認めた. また内部に high

dcnsityな部{立を認めるが， これは石灰化した部位お

よび先日行なわれた RP施行時の造影剤の残存を描

出しているものと考えられた.またこの麗蕩像は造影

CTで不規則な enhanccmentを受けていた (Fig.

2).選択的腎動脈造影:血管の encasementを主体

とする像であり，徴細な neovascularityを伴ってい

るものの tumorstainは明らかでなかった (Fig.

3 ).左腎静脈は腎門部で完全に閉塞していた.

また，入院後行われた跨脱鏡検査で

3度にわTたこる尿細胞診の結果はいすず0 れも陰性でJあ為つ

7たこ.

F!g. 6 

Fig. 5宅 6. Microscopic picture demonstrated a layered squamous cells of the cystic wall 
and partly transitional cell carcinoma prolifcration， which extended to renal 
parcnchyma and rcnal pelvis. 
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以上のことより結石を合併した左腎話路療の診断の されたもの l例であったけ.組織は 81PU9C'7例が移行

もと同年8月，左腎尿管全摘出術および跨脱部分切除 上皮痛で、あり， 1例のみ良性の fibroepithelial polyp 

術を施行した. であった、厳密に言えば，腎霊腎杯憩室の診断には，

摘出標本:摘出腎の上極に 3x3cmの護胞が存荘 内陸が移行上皮で被われていること，および腎杯との

し，内部には砂状の結石を含む暗赤色の内容液を有し 交通が確認されていることが必要である 8) 肉眼的，組

ていた.嚢胞は厚さ 2~3mm の薄い壁で、全腐を被わ 織学的に腎孟腎杯との交通が確認されているものは，

Al.周問の腎実質と区別されていた.さらにこの監の腎 8例中 5例であり，このうち--{YUはX線学的にのみ交

内側よりのところが厚く肥厚し，一部壊死を伴った鰻 通が確認されたものであった.腎孟腎杯憩室の鑑別診

揚塊となって腎孟および腎門部に向かつて圧排浸潤像 断としては，腎杯の漏斗部が腫蕩・結石・感染等のさ

を示していた.さらにこの嚢胞と上腎杯との交通部が まざまな原因により関築をきたしより上部の腎杯が

確認された (Fig.4).病理学的所見:繋胞の内陸は 拡張することをよって生じた水腎杯症， さらには腎

重層扇平上皮で、被われ，正常に近い分化を示す部位と 嚢胞，結核性の空洞，膿蕩，悪性腫擦の壊死性空洞な

さらには gradeII， grade IIIの浸潤性移行上皮癌 どがある.また Bergerらの報告例は寝添らの報告し

を示した部位が存在した.特に腎内側よりの部分では た腎嚢胞を疑わせた腎孟腫癖，つまり水腎杯症の例と

腫蕩細胞は未分化なものが多く，一部壊死組織を伴い 思われる 9)

ながら腎実質内部へ，さらには腎門部に向かつて発育 本症例は組織診断によって護胞の内陸が正常に分化

浸潤像を示してし、た.さらに尿管下端部の粘膜にもー した重層扇平上皮で被われていたが，これは移行上皮

部移行上皮癌が認められた (Fig.5， 6). が結おや慢性の炎症などによって重層扇平上皮化生を

以上のことより腎杯憩室壁より発生した移行上皮癌 起こしたものと考えられた.また，肉眼的所見.X壊

が腎門部に向かつて発育し，腎静脈や腎孟への庄排浸 学的診断によって腎孟腎杯系との交通も確認されて

潤を示したものと診断した.

考 蜜

"" 

いる.本症例は，嚢胞と腎孟腎杯系との交通部におい

ては交通を妨げるような麗療塊等は存在せず，腫蕩の

原発部位と考られる護胞壁の肥厚と壊死を伴った部位

腎孟腎杯憩室 (pyelocalicealdiverticulum)は比 は明らかに交通部と離れていたことより，いわゆる水

較的よく見られる疾患であるが，腫蕩の合併した報告 腎杯症，腫壌の壊死性空洞などとは考えがたく，ょっ

はきわめて少ない.本症例は，本邦報告第 6例目，外 て腎杯憩裳粘膜より発生した移行上皮癌が腎門部に向

国のものを含めても 9例自のものである.主な報告例 かつて発育・浸潤を示し腎孟の庄排や腎静脈の閉塞

を Tableに示す1-7) (T able 1).詳細の判明してい を生じたものと診断した.また本症例の腎孟粘膜は正

るものについて検討してみると，年齢は42歳より63歳 常の移行上皮で被われてし、たが，尿管下端部の粘膜は

までで男性 5例，女性 2例であった.主訴は 7例中 5 一部移行上皮癌の像を呈しており，発見時すでに尿路

例が肉眼的血尿であり，その他顕微鏡的血尿 i例. f車 内転移が存在したか，あるいは多発性の像を是してい

の疾患の followup中シンチグラムで偶然憩室が発見 たものと思われた.

Table 1. 腎孟腎杯憩室腫療の報告例

No 年画書 性 主訴 事者杯との交通 合併症 総織 年度 磁器者

不明 不明 不明 帯革 不明 TCC 19BO 荻須

42 男性 肉媛的血尿 有(レ線上) 無 TCC 19B1 E事国

53 女性 肉般的血尿 不明 結石 TCC 19B2 林

58 男性 顕微鎖的血尿 有 結石 TCC 19B4 相馬

61 男性 肉般的血尿 不 明 鉱石 TCC 19B5 森

63 男性 肉線的a塩原 有 結石 TCC 19B7 息験例

7 不明 不明 不明 不明 不明凶pillarycarclOoma 1965 Zimmerman 

52 男性 肉盤的a塩原 不 明 無 TCC 1977 Berger 

58 女性 無(シンチで 有 無 fibroepit治lial凶yp 19B5 Ritchy 
偶然発見)
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憩室内腫療の診断としては，麗療がある程度の大き

さを占める場合は， RP， CTスキャン，超音波によ

り憩室内の性状を描出することによって， また，場合

によっては超音波下に憩、室を穿刺，内陸を造影するこ

とによって比較的容易と考えられる. しかし腫壌が小

さい場合はこれらの方法でも悶難な場合が多く，尿

細胞診，超音波， CT等で厳重に経過観察を行い，少

しでも麗蕩が疑われる場合は開腹による憩、室摘出ある

いは腎摘出術が必要と思われる.

以上，腎杯憩室より発生したと考えられる移行上皮

癌の 117Uを若干の文献的考察を加えて報告した.

結 語

腎杯憩室に発生したと思われる移行上皮癌の l例を

若干の文献的考察を加えて報告した.

なお，本論分の嬰胃は，第121間関西地方会で発表した.
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